
Ebino city 
Public relations

2016
AUG
vol.5988

広 　報

今月の掲載記事
えびの市消防団消防操法大会
CIVIC NEWS
まちのわだい
うまかもん「虹色コールスロー」
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■ 優 勝 し た 部 に 話 を 聞 き ま し た

■小型ポンプの部　第 3 分団第 10 部

■ポンプ車の部　第 2 分団第 7 部

■小型ポンプ積載車の部　第 2 分団第 3 部

※右の地区名は管轄地域

小型ポンプの部
優　勝 第 3 分団第 10 部 上浦
準優勝 第 3 分団第 3 部 中浦
3　位 第 2 分団第 2 部 栗下

ポンプ車の部
優　勝 第 2 分団第 7 部 中島
準優勝 第 1 分団第 2 部 飯野麓
3　位 第 1 分団第 4 部 上・中・西上江

小型ポンプ積載車の部
優　勝 第 2 分団第 3 部 西長江浦上、西長江浦下
準優勝 第 3 分団第 7 部 下島内
3　位 第 1 分団第 8 部 田代、出水
4　位 第 3 分団第 8 部 西川北
5　位 第 1 分団第 6 部 今西、池島
6　位 第 3 分団第 2 部 水流、東・中内竪、南・北昌明寺

■えびの市消防操法大会結果

■西諸消防操法大会結果
小型ポンプの部

優　勝 小林市消防団第 7 分団第 5 部
準優勝 えびの市消防団第 3 分団第 10 部

ポンプ車の部
優　勝 小林市消防団第 10 分団第 6 部
準優勝 高原町消防団第 3 部
3　位 えびの市消防団第 2 分団第 7 部

小型ポンプ積載車の部
優　勝 小林市消防団第 7 分団第 7 部
準優勝 えびの市消防団第 2 分団第 3 部

　

7
月
17
日
、
池
島
地
区
の
水
辺
の
楽
校
で
え
び
の
市
消
防
団

消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
各
地
区
の
消

防
団
32
チ
ー
ム
が
参
加
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
、
ポ
ン
プ
車
の
部
、

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部
に
分
か
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
大
会
は
、
消
防
操
法
技
術
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

競
技
は
、
水
利
か
ら
3
本
の
ホ
ー
ス
を
結
合
し
て
放
水
し
、

火
点
が
倒
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
審
査
で
は
、
敬

礼
や
号
令
な
ど
の
規
律
、
的
確
機
敏
な
機
械
器
具
操
作
な
ど
も

総
合
的
に
採
点
さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
の
消
防
団
員
は
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
や
早
朝
な
ど

に
集
ま
り
、
こ
の
大
会
に
向
け
て
訓
練
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。

え
び
の
市
消
防
団
消
防
操
法
大
会

素
早
く
確
実
に　

燃
え
る
火
消
し
魂

みんなで力を合わせて優勝することができました。２連覇できて
良かったです。来年も優勝を目指して頑張ります。

えびの市消防団団長

原田 芳和 家族や周りの協力があって、団員一丸となって練習に取り組めま
した。サポートしてくれた皆さんに感謝します。

部員全員が一丸となったことが優勝につながりました。家族と地
域の皆さんに感謝したいです。

消防操法にかけた思いは無駄
にはならない

　今回、水辺の楽校の改修をしていた
だき、団員が安全に訓練を行えたこと
に対し、厚くお礼申し上げます。　
　消防操法は、火災現場で冷静かつ迅
速に対応するための基本的動作と規律
や礼節など総合的な現場対応力を磨く、
大事な訓練です。
　団員は職場や家族の理解を得て、本
番に向けての厳しい練習を数カ月にわ
たって行います。厳しい練習を共に乗
り越えることで、チームワークと信頼
関係が形成されると考えています。こ
れこそが消防操法の最も大きな意義で
あると思っています。
　そして、地域住民の皆さんの安全と
安心につながると確信しています。
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7
月
12
日
、
島
内
地
下
式
横
穴

墓
群
１
３
９
号
墓（
6
世
紀
前
半
）

で
出
土
し
た
鉄
器
に
、
銀
と
み
ら

れ
る
象ぞ

う
が
ん嵌
を
施
し
た
鍛か

じ冶
具
が
見

つ
か
っ
た
と
、
市
教
育
委
員
会
、

元が
ん
ご
う
じ

興
寺
文
化
財
研
究
所
な
ど
が
発

表
し
ま
し
た
。
古
墳
時
代
の
鍛
冶

具
で
象
嵌
装
飾
を
施
し
た
も
の
は

日
韓
で
は
初
め
て
の
発
見
で
す
。

　

平
成
26
年
度
に
発
掘
調
査
で
大

量
の
副
葬
品
が
出
土
し
、
調
査
・

分
析
を
進
め
て
い
る
な
か
で
の
発

見
で
し
た
。
見
つ
か
っ
た
鍛
冶
具

は
2
点
で
す
。

【
鉄か

な
は
し鉗
】

・
鉄
を
つ
か
む
た
め
の
も
の

・
全
長
約
15
㎝
、
最
大
幅
1
・
7

㎝・
文
様
は
、
片
側
に
2
本
ず
つ
の

波
状
文
と
鉄
鉗
の
部
品
を
つ
な
ぐ

部
分
に
太
陽
を
模
し
た
よ
う
な
日

輪
文

【
鑿の

み

状
工
具
】

・
金
属
な
ど
の
表
面
を
削
る
た
め

の
も
の

・
全
長
約
20
㎝
、
幅
9
㎜
、
厚
さ

5
㎜

・
文
様
は
片
側
に
2
本
の
波
状
文

　

象
嵌
鍛
冶
具
を
発
見

島
内
1
3
9
号
地
下
式
横
穴
墓　

象
嵌
と
は
、
金
属
な
ど
の
表
面

を
彫
り
、
金
な
ど
の
別
の
素
材
を

埋
め
込
ん
で
模
様
を
表
現
す
る
工

芸
装
飾
の
技
法
で
、
朝
鮮
半
島
か

ら
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
調
査
・
分
析
に
ま
す
ま
す
期
待

が
高
ま
り
ま
す
。

問
市
社
会
教
育
課
文
化
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
８
２
）

子
ど
も
を
守
る
た
め

子
育
て
・
孫
育
て
交
流
会

　

7
月
26
日
、
え
び
の
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
子
育
て
・
孫
育
て

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
に
は
さ
ま
ざ
ま
問
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
え
び
の
の
子
育
て
を

市
民
全
体
で
取
り
組
み
、
支
援
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

交
流
会
に
は
、
市
民
27
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
み
や
ざ
き
家
庭

教
育
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー

フ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
福
留
健
一
氏
が

祖
父
母
の
役
割
や
、
子
育
て
の
先

輩
と
し
て
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

し
な
が
ら
講
演
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
民
団
体
「
ち
ゃ
い
む
」

が
子
ど
も
の
支
援
活
動
の
報
告
を

行
い
、
家
庭
相
談
員
か
ら
え
び
の

市
の
子
ど
も
の
虐
待
の
事
情
な
ど

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
６
４
）

象嵌鍛冶具の X 線 CT 画像（上：鑿状工具、下：鉄鉗）

グループワークで意見交換する参加者

●
え
び
の
市
中
学
校
集
合
学
習
会

　

7
月
27
日
、
飯
野
高
校
で
「
え

び
の
市
中
学
校
集
合
学
習
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
4
つ
の
中
学

校
３
年
生
に
、
郷
土
へ
の
誇
り
と

自
信
を
育
み
、
進
学
意
欲
を
高
め

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
飯
野
高
校

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

学
習
会
に
は
市
内
の
中
学
３
年

学
力
向
上
を
目
指
し
て

え
び
の
市
中
学
校
集
合
学
習
会
・
中
学
校
３
年
生
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

生
１
４
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

飯
野
高
校
の
教
諭
等
に
よ
る
授
業

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
飯
野
高
校
生

に
よ
る
部
活
動
紹
介
、
見
学
、
進

路
指
導
担
当
の
教
諭
に
よ
る
飯
野

高
校
生
の
進
路
紹
介
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

●
え
び
の
市
内
中
学
校
３
年
生
夏

期
セ
ミ
ナ
ー

　

８
月
2
日
か
ら
３
日
の
午
前
中

に
、
飯
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
え
び
の
市
内
中
学
校飯野高校の活動紹介映像を鑑賞する生徒

歴史の授業を受ける生徒

夏期セミナーで問題に取り組む生徒

数学の解き方のポイントを聞く生徒

３
年
生
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
4
つ
の
中
学

3
年
生
を
一
堂
に
集
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
お
互
い
に
刺
激
し
あ
う

環
境
を
つ
く
り
、
高
校
入
試
に
向

け
て
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
中
学
３
年
生

１
３
４
人
が
参
加
し
、
基
礎
コ
ー

ス
と
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
の
2
つ

に
分
か
れ
て
５
教
科
の
授
業
を
受

け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
他
校

の
先
生
の
授
業
を
受
け
る
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
か
緊
張
感
が
漂
っ

て
い
ま
し
た
。

　

宮
久
保
翔か

け
るさ

ん
（
飯
野
中
３
年

生
）
は
「
た
く
さ
ん
の
先
生
か
ら

教
え
て
も
ら
え
る
の
で
、
い
ろ
い

ろ
と
勉
強
に
な
り
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

問
市
学
校
教
育
課
教
育
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
１
５
）
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活
発
な
意
見
交
換

平
成
28
年
度
議
会
報
告
会

　

8
月
3
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室
で
、
平
成
28
年
度
議
会

報
告
会
が
昼
の
部
と
夜
の
部
の
2

回
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
参
加

を
推
進
す
る
議
会
」
を
目
指
し
、

議
会
に
対
す
る
市
民
の
声
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

同
会
に
は
、
市
民
約
40
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
3
月
と
6
月
定
例

会
の
審
査
内
容
等
の
報
告
を
総
務

教
育
常
任
委
員
会
、
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
、
予
算
等
審
査
特
別
委

員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
市
民
か
ら
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

空
き
家
問
題
、少
子
高
齢
化
対
策
、

政
務
活
動
費
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す

る
委
員
会
の
議
員
が
回
答
し
ま
し

た
。

問
議
会
事
務
局
議
事
運
営
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
６
１
）議会報告会で説明を熱心に聞く市民

県
道
の
環
境
美
化
に
尽
力

宮
崎
県
道
路
愛
護
運
動
推
進
協
議
会
会
長
表
彰

白鳥地区活性化協議会が受賞を報告しました

　

8
月
３
日
、
白
鳥
地
区
活
性
化

協
議
会
が
市
役
所
を
訪
問
。
市
長

に
平
成
28
年
度
宮
崎
県
道
路
愛
護

運
動
推
進
協
議
会
会
長
の
表
彰
を

受
賞
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

白
鳥
地
区
活
性
化
協
議
会
は
、

平
成
24
年
か
ら
白
鳥
地
域
の
県
道

周
辺
の
雑
木
伐
採
、
除
草
、
花
の

植
栽
な
ど
を
行
い
、
会
員
同
士
の

親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
環
境
の
整

備
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
そ
の
活
動
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

山
本
四
郎
白
鳥
地
区
活
性
化
協

議
会
会
長
は
「
地
区
が
き
れ
い
に

な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
え
び
の
市
を
代
表
す

る
え
び
の
高
原
へ
の
入
り
口
で
す

か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
協

力
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

給
付
金
の
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す

臨
時
福
祉
給
付
金
「
3
千
円
」、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
「
３
万
円
」

　

平
成
26
年
4
月
の
消
費
税
率
引

上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
、所
得
の
少
な
い
人
に
対
し
て
、

制
度
的
な
対
応
を
行
う
ま
で
の
間

の
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
臨
時
福
祉
給
付
金
３
千
円
を

対
象
者
に
給
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の

実
現
に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩

恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い

年
金
受
給
者
（
障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
受
給
者
）
へ
の
支
援
と
し
て

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

け
給
付
金
3
万
円
を
対
象
者
に
給

付
し
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。支
給
対
象
に
該

当
す
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内

容
を
確
認
の
う
え
、
市
給
付
金
業

務
室
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。持

参
し
て
の
提
出
も
可
能
で
す
。

【
申
請
受
付
】
9
月
1
日
（
木
）
～

平
成
29
年
1
月
6
日
（
金
）

※
平
成
29
年
1
月
6
日
（
金
）
当

日
消
印
ま
で
有
効

【
支
給
額
】

［
臨
時
福
祉
給
付
金
］
対
象
者
1

人
に
つ
き
3
千
円

［
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

け
給
付
金
］
対
象
者
１
人
に
つ
き

３
万
円

【
対
象
者
】

［
臨
時
福
祉
給
付
金
、
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
共

通
事
項
］

・
基
準
日
（
平
成
28
年
1
月
1
日

時
点
）
に
、
え
び
の
市
に
住
民
登

録
が
あ
っ
た
人
で
、
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
人

・
平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ

と・
平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の

扶
養
親
族
等
で
な
い
こ
と

※
扶
養
親
族
等
と
は
、
税
法
上
の

控
除
対
象
配
偶
者
、
配
偶
者
特
別

控
除
に
お
け
る
配
偶
者
、
扶
養
親

族
、
青
色
事
業
専
従
者
お
よ
び
白

色
事
業
専
従
者
に
な
り
ま
す
。

・
生
活
保
護
の
受
給
者
で
な
い
こ

と［障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

け
給
付
金
］

•

平
成
28
年
5
月
分
の
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給

し
て
い
る
人

※
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
受
給
さ

れ
た
人
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
基
準
日
に
、
他
市
区
町
村
に
住

民
登
録
が
あ
っ
た
人
は
、
当
該
市

区
町
村
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
で
他
の
市
区
町

村
か
ら
住
民
票
を
移
さ
ず
に
え
び

の
市
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
え
び

の
市
で
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご

相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
で
の
受
付

　

給
付
金
の
申
請
は
、
地
域
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

　

受
付
日
等
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

　
問
市
給
付
金
業
務
室

場
所
：
市
役
所
本
庁
舎
別
棟
２
階

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
７
９
・
４
２
５
・
４
２
６
）

地区 期日 会場 対象地域 時間

加久藤 10 月 3 日（月）市役所本庁 1-1 会議室 加久藤地区

午前 9 時～
午後 5 時

上江 10 月 4 日（火）上江地区コミュニティセンター 上江地区

真幸 10 月 5 日（水）真幸地区コミュニティセンター 真幸地区

飯野北部 10 月 6 日（木）飯野地区コミュニティセンター
麓、苧畑、大明司、高野、
片馬場、町、坂元、前田、
山内

飯野南部・東部 10 月 7 日（金）飯野地区コミュニティセンター
駅前分館（飯野駅前地区体育館）

堀浦、下大河平、杉水流、
東原田、南原田、上大河平、
五日市、駅前、中原田、上
原田

●申請受付日程表
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7
月
15
日
、
上
浦
の
澤
原
八
坂
神
社

で
「
棒
踊
り
・
鎌
踊
り
」
の
奉
納
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

上
浦
地
区
で
は
、
毎
年
こ
の
日
に
、

稲
の
豊
作
や
家
畜
の
無
病
息
災
な
ど
を

願
っ
て
、
こ
の
「
棒
踊
り
・
鎌
踊
り｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。
鎌
踊
り
に
は
、
岡

五穀豊穣を願って
上浦地区伝統芸能「棒踊り・鎌踊り」

元
小
学
校
の
児
童
17
人
が
、
棒
踊
り
に

は
、
保
存
会
青
年
部
の
20
人
が
踊
り
手

と
し
て
参
加
。
息
の
合
っ
た
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

川
原
凛り

こ心
さ
ん
（
同
小
6
年
生
）
は

「
最
後
ま
で
上
手
に
踊
れ
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
16
日
、
京
町
川
内
川
河
川

敷
で「
第
20
回
え
び
の
市
京
町
温

泉
夏
祭
り
花
火
大
会
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
京
町
温
泉
夏

祭
り
実
行
委
員
会
の
主
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

花
火
大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら

約
２
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、多
く
の
露
店
が
出
店
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
保
育
園
児

に
よ
る
ダ
ン
ス
の
披
露
、
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
火
打
ち
上
げ
で
は
、
4
千
発

の
花
火
が
見
物
客
を
圧
倒
。
会
場

内
は
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

7
月
8
日
、
真
幸
地
区
体
育
館

で
、
第
23
回
え
び
の
市
高
齢
者
ク

ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
認
知
症
に
つ

い
て
勉
強
し
、
お
互
い
に
ど
の
よ

う
に
支
え
合
う
か
を
、
高
齢
者
ク

ラ
ブ
会
員
や
そ
の
ほ
か
の
参
加
者

に
考
え
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

研
修
会
で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
の

事
例
発
表
、
認
知
症
に
つ
い
て
の

寸
劇
や
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
、

ク
ラ
ブ
会
員
同
士
の
交
流
も
深
め

ま
し
た
。

京町温泉夏祭り花火大会

４千発の花火が夜空を飾る
高齢者クラブ女性部リーダー研修

みんなで支え合うために

　

7
月
24
日
、
第
4
回
霧
島
・
え

び
の
高
原
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ト
レ

イ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ト
レ
イ

ル
と
は
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
主

に
山
な
ど
の
自
然
の
中
を
走
る
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
霧
島
・
え
び
の

高
原
の
素
晴
ら
し
さ
や
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

ロ
ン
グ
コ
ー
ス（
約
63
㎞
）、
シ

ョ
ー
ト
コ
ー
ス（
約
30
㎞
）に
合
計

約
７
０
０
人
が
参
加
。
薄
明
り
の

中
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

7
月
28
日
、
西
川
北
菅
原
神
社
で
、

牛
越
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。同
祭
り
は
、

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

牛
が
丸
太
を
跳
び
越
え
る
こ
と
で
、
家

畜
の
無
病
息
災
と
豊
作
を
祈
る
全
国
で

も
珍
し
い
祭
り
で
す
。

　

祭
り
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
３
０
０

霧島エクストリームトレイル

大自然の中を疾走

跳び越える度に拍手喝采
西川北菅原神社で牛越祭

人
が
訪
れ
ま
し
た
。
牛
が
丸
太
を
跳
び

越
え
る
度
に
、
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

岩
屋
松
郎
牛
越
祭
保
存
会
会
長
は

「
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て
い
け
る
よ

う
地
区
住
民
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
29
日
、加
久
藤
小
学
校
で
、

え
び
の
市
管
工
事
協
同
組
合
青
年

部
の
8
人
が
、
設
備
の
点
検
・
修

繕
・
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
ま
し
た
。

　

部
員
は
、
ト
イ
レ
や
手
洗
い
場

な
ど
の
設
備
を
点
検
。必
要
に
応

じ
て
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

動
力
噴
霧
器
で
、
体
育
館
入
口
な

ど
の
滑
り
そ
う
な
場
所
を
清
掃
し

ま
し
た
。

　

徳
重
俊
幸
部
長
は
「
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

管工事協同組合青年部が水道施設点検ボランティア

安全な学校生活のために
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●虹色コールスロー

【紹介者】ジョシュア・リオン氏

野菜をふんだんに使った彩り豊かな一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.92

レシピ

【材料】（4人分）
ハ ク サ イ 350g、紫 キ ャ ベ ツ 
350g、赤パプリカ 1/2個、黄パプ
リカ 1/2個、ニンジン（中） 1本、
ネギ 2本、白ゴマ 1/3カップ、オ
リーブオイル 大さじ2 ～ 3、酢 
大さじ1、オレンジジュース 味
見しながら1/2カップ程度、塩コ
ショウ 少々

【作り方】
● ド レ ッ シ ン グ
① フ ラ イ パ ン を 中 ～ 強 火 に か け 、 白 ゴ マ を 入 れ る 。 き
つ ね 色 に な る ま で 炒 め た ら 火 を 止 め 、 少 し 冷 や す 。
② オ リ ー ブ オ イ ル と ① を ミ キ サ ー に 入 れ 、 な め ら か に
な る ま で 混 ぜ る 。
③ 酢 と オ レ ン ジ ジ ュ ー ス と ② を 混 ぜ る 。 好 み で 塩 コ シ
ョ ウ で 味 を 調 整 す る 。
● コ ー ル ス ロ ー
① 野 菜 を 全 部 千 切 り に す る 。
② ド レ ッ シ ン グ を 入 れ 、 よ く あ え る 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身

の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
リ
オ
ン
さ
ん

が
国
際
料
理
教
室
で
作
っ
た

「
虹
色
コ
ー
ル
ス
ロ
ー
」で
す
。

　

虹
色
コ
ー
ル
ス
ロ
ー
は
、一

般
的
な
コ
ー
ル
ス
ロ
ー
と
違

い
、キ
ャ
ベ
ツ
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

を
使
用
し
ま
せ
ん
。
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
と
し
た
野
菜
と
酢
を

使
っ
た
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
が
絶
妙
な
一
品

で
す
。
手
軽
に
作
れ
て
、
普
段

不
足
し
が
ち
な
野
菜
を
簡
単

に
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、炒
め

た
白
ゴ
マ
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
が
ペ
ー
ス
ト
状
に
な
る
ま

で
、し
っ
か
り
ミ
キ
サ
ー
に
か

け
る
こ
と
で
す
。そ
う
す
る
こ

と
で
、ゴ
マ
の
香
り
が
引
き
立

ち
ま
す
。

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

雨
前
の
弱
き
光
に
魅
せ
ら
れ
て

蛍
よ
汝
れ
は
い
ず
こ
で
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
桂
子

　
八
月
は
暦
の
上
で
は
立
秋
、
処
暑
と
あ
る
が
一
年
中
で
最
も
暑
い
時
期
で
あ
り
、
今
年
は
酷

暑
の
日
が
続
く
。う
す
闇
の
中
に
ほ
の
蒼
き
光
を
引
き
な
が
ら
蛍
は
飛
び
交
う
。ま
さ
に
幽
玄
の

世
界
で
あ
る
。

　
乱
舞
す
る
蛍
火
を
見
な
が
ら
短
い
命
を
次
世
代
に
繋
ぐ
の
で
あ
ろ
う
か
と
想
い
を
巡
ら
す
や

さ
し
い
詩
情
の
あ
る
作
者
の
詠
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
自
註
）

短
歌父

帰
還
　
か
の
秋
の
日
の
　
白
き
道

　

中
堀
ふ
じ
子

　
終
戦
の
日
　
父
は
二
十
一
歳
　
応
召
し
　
海
軍
鹿
屋
基
地
に
居
た
そ
う
で
す
。

兵
役
を
解
か
れ
志
布
志
ま
わ
り
で
都
城
か
ら
汽
車
に
乗
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

飯
野
駅
か
ら
生
家
へ
歩
く
時
、
土
ぼ
こ
り
舞
う
白
い
道
に
は
復
員
を
待
つ
家
族
た
ち
が
た
く
さ

ん
迎
え
に
出
て
い
た
と
い
い
ま
す
。あ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
父
は
今
も
健

在
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩夏

の
日

　

石
井
高
子

　

暑
い
暑
い　

毎
日

汗
ふ
き
な
が
ら　

空
を
見
た

山
の
向
こ
う
に　

モ
ク
モ
ク　

モ
ク
モ
ク

ま
っ
白
い　

大
き
な　

大
き
な
入
道
雲
が

何
か
し
ら　

懐
か
し
く

う
～
～
ん　

な
ん
だ
ろ
な
～

子
供
の
頃
の　

水
遊
び

小
川
で　

バ
シ
ャ
バ
シ
ャ　

魚
と
り

楽
し
か
っ
た
な
～
～

良
い　

時
代
だ
っ
た
よ
な
～
～

気
づ
け
ば　

空
は　

黒
い
雲

ゴ
ロ
ゴ
ロ
雷　

連
れ
て
来
て

ピ
カ
ピ
カ　

ザ
～
ザ
～　

夕
立
だ
～

ワ
～　

大
変　

洗
濯
物

暑
い
暑
い　

夏
の
一
日

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

● 日時＝8月27日（土）午後1時～
● 場所＝のじりこぴあ
● 内容＝女尻相撲、華やかなダンス、太鼓、花火など、た

くさんの催しを企画しています。当日は、無料のシャ
トルバスを運行しています。ぜひ、ご利用ください。

第32回のじり湖祭

小林市えびの

 焼肉スタジアム実行委員会
　☎080-8391-1789

 野尻庁舎地域振興課
　☎44-1100

● 日時＝9月17日（土）午後5時～午後9時
● 場所＝国際交流センター野外広場
● 内容＝宮崎県産和牛や宮崎県産豚・鶏肉などの焼肉を

堪能できます。ステージイベントなども行われ多くの
市民で賑わいます。

焼肉スタジアム
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私
た
ち
の
食
事
で
1
日
に
必
要
な
野

菜
は
成
人
で
３
５
０
ｇ
で
す
。こ
れ
は

小
鉢
に
盛
り
付
け
る
と
5
皿
程
度
の
量

に
相
当
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
26
年
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
の
結
果
、
1
日
の
摂
取
平
均
量

は
２
９
０
ｇ
で
、
小
鉢
1
皿
分
少
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

野
菜
に
は
ビ
タ
ミ
ン
、
葉
酸
、
カ
リ

ウ
ム
や
鉄
、
食
物
繊
維
と
い
っ
た
ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
く
、
含
ま
れ
る

栄
養
成
分
に
よ
っ
て
緑
黄
色
野
菜
（
ニ

せ
て
、
毎
日
食
べ
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。　
　

　

1
日
に
必
要
な
３
５
０
ｇ
（
小
鉢
5

皿
分
）
の
野
菜
を
食
べ
る
た
め
に
は
、

生
野
菜
、
煮
野
菜
、
炒
め
野
菜
、
和
え

物
を
は
じ
め
、
野
菜
い
っ
ぱ
い
の
み
そ

汁
や
ス
ー
プ
な
ど
い
ろ
ん
な
野
菜
料
理

を
工
夫
し
、
朝
、
昼
、
晩
の
食
事
で
毎

食
1
～
2
皿
食
べ
る
こ
と
で
、
無
理
な

く
1
日
に
5
皿
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
毎
日
野
菜
プ
ラ
ス
1
皿
か

ら
心
が
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

文
：
市
健
康
保
険
課 

中
原
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

「
毎
日
プ
ラ
ス
一
皿
の
野
菜
」
を

ン
ジ
ン
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
色
の
濃
い
野

菜
）
と
淡
色
野
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ュ

ウ
リ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
色

の
薄
い
野
菜
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
中

で
も
緑
黄
色
野
菜
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

野
菜
に
含
ま
れ
る
こ
れ
ら
の
栄
養
成
分

は
生
活
習
慣
病
や
が
ん
、
便
秘
な
ど
を

予
防
し
、
私
た
ち
が
健
康
に
生
活
す
る

上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
が
多
い
た
め
、

緑
黄
色
野
菜
と
淡
色
野
菜
を
組
み
合
わ

た
人
生
の
時
期
で
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
目
指
す

姿
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
置
か
れ
た
状

況
に
応
じ
て
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
人
が
自
分
の
事
情
に
合
わ
せ
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

　

私
生
活
が
充
実
す
る
こ
と
で
仕
事
が

う
ま
く
進
み
、
仕
事
が
う
ま
く
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
私
生
活
も
潤
う
と
い
う
仕

事
と
私
生
活
の
相
乗
効
果
を
高
め
る
考

え
方
と
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
文
：
総
務
課
人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

仕
事
と
生
活
の
調
和
を

　

仕
事
は
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が
い

や
喜
び
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。ま
た
、

家
事
・
育
児
・
近
所
付
き
合
い
な
ど
の
生

活
も
暮
ら
し
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
現
実
の
社
会
に
は
、
安
定

し
た
仕
事
に
就
け
ず
経
済
的
に
自
立
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
仕
事
に
追
わ
れ

心
身
の
疲
労
か
ら
健
康
を
害
す
る
、
仕

事
と
子
育
て
・
仕
事
と
介
護
等
の
両
立

に
悩
む
な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
間
に
問

題
を
抱
え
る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
育
児
・
介

護
休
業
法
な
ど
が
整
備
さ
れ
働
く
場
の

環
境
は
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
将
来
へ
の
不
安
や
豊
か
さ
が
実

感
で
き
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
働
く
人
の
問
題
を
解
決

す
る
取
り
組
み
の
1
つ
が
仕
事
と
生
活

の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

の
実
現
で
す
。

　

仕
事
と
生
活
の
う
ち
、
ど
こ
に
重
点

を
置
く
か
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
し
、
子
育
て
期
や
中
高
年
期
と
い
っ

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

　

市
内
4
カ
所
に
あ
る
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
や
そ
の
家
族
の
介
護
、
生
活
す
る

上
で
の
不
安
に
対
す
る
こ
と
な
ど
の
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
関
係
機
関
へ

つ
な
い
だ
り
必
要
な
手
続
き
を
お
手
伝

い
し
た
り
す
る
ほ
か
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
問
題

の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
実
態
調
査
や
在
宅

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

相
談
は
無
料
で
、
電
話
、
来
所
、
訪

問
す
る
な
ど
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
し
た
内
容
や
個
人
情
報
は
、
厳
守

し
ま
す
。

　

心
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
地
域
の
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
３
７
７
（
さ
く
ら
苑
内
）

○
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
3
2
2
2
（
ほ
う
よ
う
内
）

○
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
0
0
6
6
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

○
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
3
0
8
5
（
え
び
の
涼
風
園
内
）

　

文
：
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

住み慣れた場所で安心して暮らすために

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

介
護
な
ど
の
相
談
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

交通事故に注意しましょう

川の事故を防ごう

川などでのレジャーでは、魚とりや釣り、ボート
遊びなどのほかに、河原でのバーベキューな

ど、必ずしも水に入ることを目的としない楽しみ方
もあります。そのようなレジャーでも、毎年のよう
に水難が発生しており、特に子どもの河川での死者・
行方不明者は海の約 1.5 倍に達しています。絶対に 1
人では遊ばせないようにしましょう。危険を示す掲
示板、水流が速い・深みがあるところは避けて、河
原や中州、川幅が狭いところは注意しましょう。
　また、急な増水に備えるために、出かける前に天
気や川の情報をチェックして、天気や川の変化に注
意しましょう。

秋 の 全 国 交 通 安 全 運 動 が 実 施 さ れ ま す 。運 動
の 基 本 テ ー マ は 、子 ど も と 高 齢 者 の 交 通 事

故 防 止 で す 。
　 宮 崎 県 で は 、7 月 末 現 在 交 通 事 故 死 者 2 2 人 中
1 8 人 が 高 齢 者 で し た 。し か も 、1 8 人 中 7 人 は 自
転 車 乗 車 中 と 歩 行 中 の 事 故 で す 。無 理 な 道 路 横
断 は 禁 物 で す 。横 断 歩 道 を 利 用 し ま し ょ う 。

【 実 施 期 間 】9 月 2 1 日（ 水 ）か ら 3 0 日（ 金 ）
【 交 通 事 故 死 ゼ ロ を 目 指 す 日 】9 月 3 0 日（ 金 ）
【 運 動 の 重 点 】夕 暮 れ 時 と 夜 間 歩 行 中 ・自 転 車 乗

車 中 の 交 通 事 故 防 止 、全 て の 座 席 の シ ー ト ベ ル
ト と チ ャ イ ル ド シ ー ト の 正 し い 着 用 の 徹 底 、飲
酒 運 転 の 根 絶

7月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 2件 年 計 7件
救 急 67件 年 計 487件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 10件 本年累計 51件
物 件 18件 本年累計 164件

中部在宅介護支援セン
ター職員
坊野美智子（ぼうのみ
ちこ）さん
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お 知 ら せ

好みや目的、気分に合わせて、本を探せる＜本のカタログ＞。
「擦り切れてボロボロになるくらい何度も読み返してい

る大好きな本」「生まれ変わるなら、この主人公になってみた
い本」など、全国の書店員が選んだ307冊の本を紹介しています。
　あなたの人生に潤いを与えてくれる一冊がきっと見つかり
ますよ。

NO BOOK NO LIFE

雷鳥社／編
（雷鳥社）

動物たちが、まぜこぜあそびをしているよ。
「ぼく、こあらいおん」「おいら、あざらっこ」「ぼくは、

ぱんだるー」「わたし、きつねずみ」
　さて、何と何が一緒になったか分かるかな？
　みんなで、楽しく予想しながら読んでみてはいかがで
しょうか。

どうぶつまぜこぜあそび

サトシン／著
（そうえん社）

◎お知らせ

システム入れ替えのため休館します
●期間＝9月6日（火）～ 15日（木）
利用者の人には、ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお
願いします。

宇宙学校・えびの
JAXAがえびのにやってきます。参加料は無料です。
●日時＝9月24日（土）午後1時から午後4時
●場所＝えびの市文化センターホール
●対象＝小学4年生から中学生とその保護者、そのほか
興味、関心のある人
●定員＝500人（先着順）

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○「帰郷」　浅田 次郎 著　集英社
○「そうめん」　満留 邦子 著　成美堂出版
○「日本の色」　桜井 輝子 著　朝日新聞出版
○「希望荘」　宮部 みゆき 著　小学館
○「対馬丸」　大城 立裕 著　講談社

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎9月のスケジュール
月間行事 システム入れ替えのため休館（9月6日～ 15日）

1 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
2 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
3 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
5 月 休館日
7 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
9 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

ブックスタート（1歳児に絵本配布）
14 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
15 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
16 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
17 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
20 火 休館日
21 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
23 金 パン・野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00

喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00
24 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

宇宙学校・えびの 13：00 ～
移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

26 月 休館日
28 水 館内整理日

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
29 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
30 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

◎「最近入ったお勧め本」

平成28年度結核検診（飯野地区）を
実施します

　今年度の結核検診（飯野地区）を実施します。対象者
である65歳以上の人は、以下の日程のいずれかで検診を
受けてください。ただし、次に該当する人は受ける必要
はありませんので、市健康保険課市民健康係にご連絡く
ださい。

・平成28年4月以降に職場や病院、施設等で胸部レントゲ
ン検査を受けた人

・今年度肺がん検診を受診した人や市の人間ドックに申
し込みをしている人

【受診方法】対象者の人には結核検診実施通知書を郵送し
ます。結核検診実施通知書を持って検診会場にお越しくだ
さい。検診費は無料です。

【日程および会場】

期　日 会　場 時　間

9 月 2 日

( 金 )

堀浦多目的集会施設 9：30 ～ 10：00
上大河平鍋倉公民館 10：20 ～ 10：40
大河平小学校 11：00 ～ 11：30
下大河平公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 6 日
( 火 )

東原田公民館 9：30 ～ 10：40
麓自治会子供広場 11：00 ～ 11：30
杉水流公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 7 日
( 水 )

飯野地区コミュニティセンター 9：00 ～ 10：50
田ノ上運動場 11：10 ～ 11：30
今西公民館 13：20 ～ 13：50
池島公民館 14：10 ～ 14：50
上江地区体育館 15：10 ～ 15：30

9 月 8 日
( 木 )

前田公民館 9：30 ～ 10：30
西の原地区集会所 10：50 ～ 11：30
苧畑コミュニティセンター 13：20 ～ 14：00
高野畜産管理センター 14：30 ～ 14：50

9 月 13 日
( 火 )

飯野駅前地区体育館 9：00 ～ 11：30
南原田妙見活性化センター 13：20 ～ 13：50
南原田大迫・宮原畩雄様宅 14：10 ～ 14：40

9 月 14 日
( 水 )

山内公民館 9：30 ～ 10：10
えびの福祉作業所 10：30 ～ 11：30
上上江公民館 13：20 ～ 14：10
中上江公民館 14：30 ～ 15：00

9 月 21 日
( 水 )

白鳥地区公民館 9：30 ～ 10：30
末永公民館 10：50 ～ 11：30
田代公民館 13：20 ～ 14：00
出水公民館 14：30 ～ 15：00

9 月 27 日
( 火 )

飯野地区コミュニティセンター 9：30 ～ 10：30
南原田公民館 11：00 ～ 11：30
飯野駅前地区体育館 13：20 ～ 14：40

【リフト付検診車について】
　リフト付検診車による検診を以下の日程で行います。リ
フト付検診車では車いすから検診専用の車いすに乗り換え
て撮影ができます。通常の検診車での受診が困難な人は、
ぜひ、この日をご利用ください。

期　日 会　場 時　間

11 月 22 日

（火）

飯野地区コミュニティセンター 9：00 ～ 10：00
上江地区体育館 10：30 ～ 11：20
飯野駅前地区体育館 13：20 ～ 14：10
下大河平公民館 14：40 ～ 15：10

11 月 24 日

（木）

真幸出張所 9：00 ～ 10：30
下島内公民館 11：00 ～ 11：30
えびの市役所駐車場 13：20 ～ 14：30
国際交流センター 15：00 ～ 15：30

申・問市健康保険課 市民健康係
☎35-1111（内線275）

「第38回宮崎県高等学校総合文化
祭」が小林・都城地区で行われます

　第38回宮崎県高等学校総合文化祭が小林・都城地区で
開催されます。これは、宮崎県内の高校生による学校お
よび地域社会における芸術文化活動の総合的な発表会を
開催することにより、お互いの交流を深め、高校教育の
一環として芸術文化活動を推奨し、その普及振興を図る
ことを目的に行われるものです。
　総合開会式ではオープニングセレモニーが行われま
す。西諸管内の高校生総勢300人が一丸となり合唱や新
体操、太鼓、ダンス、ふるさとプロモーションビデオな
どで高校文化祭の開会を盛り上げます。ぜひ、会場にお
越しください。
　各部門の発表や展示などの詳細は宮崎県高文連ホーム
ページ（ http://cms.miyazaki-c.ed.jp/ssc021/htdocs/?pa
ge_id=100）をご覧ください。

【開催期間】9月24日（土）～ 10月1日（土）
【総合開会式開催日】9月24日（土）
【時間】［開会式］午後1時
［オープニングセレモニー］午後2時
【会場】小林市文化会館
問小林高等学校 高校総合文化祭おもてなし担当 長友
☎23-4146
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消 防 団 消 防 操 法 大 会 の 取 材 に 行 きました 。足場 の 悪
い 中、懸 命 に 取り組 む 団 員 達 を 頼 もしく思 いまし

た 。お 疲れ 様でした（ 東 ）

久 し ぶりに牛 越 祭 に 行 きました 。牛が丸 太 を 跳 び 越
える 瞬 間 は 何 度 見てもすご い 迫 力 で す。カメラマ

ンの 皆 さん はタイミング を 逃すまいと真 剣 なまなざしで、
私もカメラを持 つ 手に力が入りました 。（ 久保 田 ）

人　口 19,193人（前月比-36人）

男性／ 9,035人（ -21人）　女性／ 10,158人（ -15人）

転入／ 23人　転出／ 40人
出生／ 10人　死亡／ 29人

世帯数 8,576世帯（前月比-3世帯）
（平成28年8月1日現在）

E
d
ito

r's

産品の出店、抽選会など
○国際カラオケ大会参加者募集

【募集人数】先着10人
【時間】午後2時～午後3時の間で、1人5分程度
【対象者】［外国人］日本語の歌を歌える人
［日本人］外国語の歌を歌える人

※音源は各自で用意してください。
【申込方法】市国際交流センターに電話またはファック

ス、メールでお申し込みください。
【申込期限】9月26日 (月)
申・問市国際交流センター
☎35-3211
FAX 35-3215
Eメール ebinokokusaikouryu@ace.ocn.ne.jp

「豊かな森林づくり活動」ボランティ
ア参加者募集

　市と特定非営利活動法人NPOえびのでは、宮崎県森林
環境税を活用し、広く市民などへ森林環境に関心を持っ
てもらい、次世代に健全な森を継承するために日本三大
車窓の風景を眺めながら下草刈と植樹（イロハモミジ）
の環境活動をするボランティアを募集しています。　　

【募集人数】80人（先着順）
【開催日時】10月2日（日）午前9時30分～午後1時 ※受付：

午前9時～午前9時30分
【活動場所】えびの市大字昌明寺（矢岳市有林）
【集合場所】市役所駐車場 ※マイクロバスで現地に移動

します。
【申込期限】 9月23日（金）
【準備するもの】作業のできる服装・軍手・雨具・おにぎり

など ※草刈かま・山くわ・昼食（おかず）・飲物は主催者
で準備します。

※1日保険に加入します。
申・問市農林整備課 林務係
☎35-1111（内線229）
申・問NPOえびの 担当:新原
☎33-2177（夜間）

九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲を
行います

　宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の５県および各市町村
合同で秋期のシカ一斉捕獲を実施します。期間等は以下
のとおりです。期間中の入山等については十分ご注意く
ださい。市民の皆さんのご協力をお願いします。

【一斉捕獲期間】9月4日（日）～ 18日（日）
【一斉捕獲日】9月4日（日）、11日（日）、18日（日）
申・問市農林整備課 林務係
☎35-1111（内線221）

「みごみごスタイル2016inえび の」
ファッションショーモデル募集

　市文化センターでは、シニア・ファッションショー「み
ごみごスタイル2016inえびの」を開催します。お気に入
りの服や着る機会のなかった服を着て出演していただけ
る人を募集します。

【開催日】10月2日（日）
【対象】60歳以上
【募集人数】10人程度
【申込期限】9月25日（日）
【申込方法】市文化センターに電話でお申し込みくださ

い。
申・問市文化センター 
☎35-2268

◎ 今月の 表 紙
　 ７月16 日に 開 催 さ れ た 京 町 温 泉 夏

祭りの 子どもみこし。

参加しませんか「別当寺を持つ神社
と史跡めぐり」

　市資料館では、「別当寺を持つ神社と史跡めぐり」を開
催します。ぜひ、ご参加ください。

【日時】9月16日（金）・9月23日（金）午前9時～正午
【行程】［9月16日］香取神社（今西）・白鳥神社（白鳥）・加

久藤神社（栗下）・彦山寺（東川北）
［9月23日］菅原神社（西川北）・梵字供養塔（西川北）・菅

原神社（水流）・高牟礼神社（下浦）
【募集人数】20人 ※先着20人で締め切ります。
【準備するもの】飲物・動きやすい服装
【申込期限】9月9日（金）
申・問市歴史民俗資料館
☎35-3144

「農業再生協議会パート職員」募集

　市では、農業再生協議会のパート職員を募集します。
【募集人数】若干名
【時給】760円
【雇用期間】10月1日～平成29年3月31日（継続有）
【勤務時間】午前9時～午後4時 ※土・日曜、祝日、年末年

始は除く
【業務内容】経営所得安定対策等交付金（米の生産調整）

の申請書の整理、システム入力
【申込方法】市指定履歴書に必要事項を記入のうえ、市畜

産農政課に提出してください。
【申込期限】9月16日（金）
【選考方法】書類選考および面接
申・問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1111（内線226）

「第2回生産調整(WCS用稲・わら専
用稲）」現地確認調査

　生産調整（ WCS用稲・わら専用稲）現地確認調査を以
下の日程で実施します。現地調査がスムーズに進行でき
るよう、対象者の人は調査日までに必ず転作田に立て札
を立ててください（立て札は黄色です）。
　今回は、WCS用稲・わら専用稲が調査対象です。

期日 対象地区

9月12日（月）～ 16日（金） 飯野・上江

9月20日（火）～ 27日（火） 加久藤・真幸

【注意事項】
・今回の調査結果を立て札に表示しますので、必ず確認
してください。再調査の人は、早急に対応をお願いしま
す。

・立て札がない場合は、場所の確定ができず未作付とな
ります。

・調査期日までに雑草の除去など栽培管理の徹底をお願
いします。
　詳しくは、市畜産農政課農産園芸係にお問い合わせく
ださい。
申・問 市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1111（内線224・226）

ご来場ください
「国際交流フェスティバルinえびの」
　市国際交流センターでは、「国際交流フェスティバルin
えびの」を開催します。

【開催日時】10月2日（日）午前10時～午後4時
【会場】市国際交流センター 野外広場
【内容】外国の踊りやフラダンス、国際カラオケ大会、「み

やざき犬」などのステージイベント、国際料理、地元物

今月の納税

個人市県民税 第2期
国民健康保険税 第2期
後期高齢者医療保険料 第2期
介護保険料 第3期
8月31日（水）までに納めましょう。
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、
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だ
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界
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か
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れ
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写真：タマゴタケ幼菌（撮影：平成27年9月15日）

見て良し、食べて良し

タマゴタケ
Amanita caesareoides ハラタケ目テングタケ科
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